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しっかりと

国を見つめるこの一票

７月６日は衆・参同日選挙投票日

昭
和
五
十
五
年
六
月
に
次
ぎ
、
史
上
二
回
目
の
衆
議
院
議
員
、

参
議
院
儀
員
同
日
選
挙
が
、
七
月
六
日
投
票
日
で
行
わ
れ
ま
す
。

衆
議
院
磁
員
選
挙
・
参
徽
院
福
島
県
選
挙
区
選
挙
・
参
議
院

比
例
代
表
選
挙
・
最
高
裁
国
民
審
査
の
四
つ
の
投
票
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

今
回
は
八
十
年
代
後
半
七
九
十
年
代
を
展
望
し
た
国
政
の
担

い
手
を
選
ぶ
、
極
め
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
選
挙
で
す
。
棄
権

せ
ず
、
冷
齢
な
判
断
の
も
と
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し

投

票

は

①
衆
議
院
議
員
選
挙

・
一

一

（
白
茶

色
）

②
最
高
裁
国
民
審
査

Ｉ

Ｉ
Ｓ

（
洩
黄

色
）

③
参
議
院
福
鳥
県
選
挙
区
選
挙

・

い

・

・

（

ク

リ

ー

ム

色

）

④
参
鮫
院
比
例
代
表
選
挙

一
　

・

（

白

色

）

の
順
序
で
行
わ
れ
ま
す
．
勘
違
い

の
な
い
よ
う
よ
く
確
認
し
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
．

当
日
は
。
午
前
七
時
。
正
午
、
午

後
五
時
に
一
分
間
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

投

票

時

間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

投
票
で
き
る
人

・
昭
和
四
十
一
年
七
月
七
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

・
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
日
ま
で

に
転
入
届
を
し
た
人

※
昭
和
六
十
一
年
三
月
六
日
以
後
国

見
町
か
ら
転
出
し
た
が
、
新
住
所

地
に
転
入
届
を
し
て
い
な
い
（
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
）

場
合
、
国
見
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
日
当
日
、
都
合
で
投
票
で
き

な
い
人
は
．
七
月
五
日
午
後
五
時
ま

で
町
遇
挙
管
理
委
貝
会
（
役
掛
内
）

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い
で
済
ま
し
て

く
だ
さ
い
．

代

理

投

票

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
．
政

党
名
な
ど
を
書
く
こ
と
の
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
か
認
め
ら

れ
て

い
ま
す
．

代
理
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
選
挙

の
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
．
二
人
の
投
票
補
助
者

か
決
め
ら
れ
、
一
人
が
候
補
者
の
氏

名
を
代
筆
し
、
他
の
一
人
か
そ
れ
に

立
ち
会

り
て
代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま

す
．
選
挙
人
の
投
票
秘
密
は
保
障
さ

れ
ま
す
．



ご存じですか

参議院の選挙制度
よく確かめて、しっかり投票

選挙区選挙
(旧地方区)

個人に投票します

投票用紙には､候補者個人名を

記 入し てく ださ しX。

投

票

用

紙

に

は

候
補
者
の
な
ま
え
を
書
い
て
ね
！

比例代表選挙
(旧全国区)

政 党に投票します

投票用紙には､政党の名称

または略称を 記入してください。

投

票

用

紙

に

は

政
　

党
　

名

そ
の
他
の
政
治
団
体

の
名
称

を
書
く
ん
だ
よ
！



クリーンアップくにみ
阿津賀志山を清掃

～ 大木 戸 小 学 校 ～

・ 望きカンはもう拾てないで,!j

前
日
ま
で
の
巾
も
あ
が
り
、
き
わ

や
か
な
瓦
り
哨
れ
に
と
ま
れ
か
．Ｉ
リ

ー
十
一
卜
．
人
木
り
小
学
皎
で

は
、

佃
例
と
な
『

だ
阿
庫
賀
志
山
（

イ
キ

ン
グ
を

兼

ね
た

ゴ
ミ

冷

い
を

。

‐‐
眼

生

か

ら
六
眼

生

ま
で

の
へ
ｈ
咬
児
童

自

叫
卜

。瓦
人

が
参
加

し
行

わ

れ
ま

し
た

ｙ

前

卜
畤

。。。卜
分

に
、

リ

ミ

ク

サ

ー
ク
を
背

に
、

。儿
‥畩
に

出
発
し

た

児
呶

た
ち
は

、
阿

津
智

心

山
哨
Ｌ

に

到
衿

後

。
μ

愈
を

と
り

、
そ

の
後

山

陷
付

冱

の

ゴ
ミ
冊

い

を
。旨

い
ま
し

た

例
年

に
な

く
山
川

付
近

の

ゴ
ミ
は

少
な

く
、
叶
年

の
ｔ

分
ほ

ど
の

叺
で

、

ゴ
ミ
の

持
ち

帰
り

、
ノ

ー
ホ
イ

運
動

が
定
番

さ
れ

た
も
の

と

、
児
辰

た
ら

も
μ

人
で

い
ま

し
た
『
。

私
た

ら
の

シ
ン

ボ
ル
で

も
あ

る
阿

津
貫

心
山

。

い
つ
ま
で

も

き
れ

い
に

し

て
お

き
た

い
も
の
で

す

。。

町 内 を 清 掃
～県北中学校～

▲こんなにコミが集まりました

県
北
中

学
皎
で

は

、
瓦
り

。・
．Ｉ

．

目

、
。
Ｓ
県

北
中

ク
リ

ー
ン
キ

广
ｙ
ヘ

ー
‘て

を
実
施

し
、
ヘ
ト
皎
生

で
町

内

ｊ

要
逝

路

や
観

り

介
・公
園

な

ど
の
渣

柚

を

俘

い
ま

し

た

午
前

九
時

、
令

校
乍
ｉ

酉
四

卜

だ

人
か
、

徒
φ

や
自

転
ｔ

で

持
ｔ

場
に

衍
丶
・
、

．
４

に
清
婦

を
開
始

川
‥び
川
恣

ぞ

い
や
藤

川
駅
．
観
Ｕ

台

公
閥

な

ど
の

ゴ
ミ
拾

い
、
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
ー
沁
柚
掃

、
畭

叺
を

生
徒

た
ら

は
Ｆ

際
よ

く
６
　

て

い
ま

」

だ

こ

の
日
集

ま
・

だ
ゴ
・
こ
は
、
燃

え

る

ゴ
ミ

．冖

ハ

ト

キ
ロ
、
撚

え

な

い

ゴ
ミ
．Ｍ

．内
キ

ロ
の
計

’叺
酉

ペ
ー

キ
ロ

陬
乍

企

と
阯

に
‘．り

．
て

い
る
タ

リ

ー

ン
キ

广
ｙ

ベ
ー
ダ
ニ
．ヽ
す
か

、
あ

い
か

わ
・
６
ず

の

ゴ
ミ
の
多

さ
に

、
ｔ

乢

た

ら

ら
驚

い
て

い
ま
し

た

身近にある野草・薬

草 24

ヨ　モ　ギ

ｔ

地
、

山
地
を

問
わ
ず

．
日

当

た

り
の

よ

い
路

傍
や

川
野

に
自
生

す

る

わ

が
川
川
産

の
多
年
以

弥

生
の

節
句
に

は
覃
し

ち

に
、
端

午
の

勧
句

に
は

』‐二
「
ウ

ブ
と

い

乙
し

“
に
軒

端

に
さ
し

た
り
、

ふ
ろ

に
立

て

た
ｈ‐
な

ど
、
乍
巾

行
事

に
は

欠
か

せ
な

い
お
な

じ
み

の
野
草

で
す

．
料

理

に
、
お
篆

に
．

お
酒

に
、
巾

じ
て

、

あ
る

い
は
ヨ

モ
ギ

ぷ
ろ
な

ど
、

使

い

道
が
広
く
．
藁
幼
も
多
様
で
す
、

▼
薬
用
▲

葉

は

六
～

じ
川

ご
ろ
に
採
取

し

、

川

干
し

に
し
ま
す

．

很
は

必
要
な

と

き

に
採
取

し
．
水

洗

い
し
て
新

鮮
な

も
の

を
川

い
ま
ず

．

ゼ

ン
ソ
ク

に
ヨ

モ
ギ

酒

忸

．．．
酉

グ

ーフ
ム
を

．
・
べ

り

．
ト

ル
の
清

酒

に

漬
け

、
ｔ

年

以
卜
熟

成

し
て
・
一
し
て

Ⅲ

い
ま

す
　

一
川

ニ
ト

呵
　

‐．
目
二

川
服
川

し
ま

卞

健
胃

・
貧

血
に
　

艾

葉

五
～
・
ヘ
グ
ラ

ム
を

一
川
叺

と
し
て

水
四

酉

に
で
ｔ

・叺
に
前

に
て

飲
み
ま

す
．

以
Ｌ

‐１
つ

は
じ
川

、
木
‘胃
地
方

で
行

わ
れ
て

い

る
民
間
療

泌
で

す
．

心
臓
機
能

を
よ

く
す

る
艾
葉

酒
　

乾

燥

し
た

ヨ
モ

ギ
の
葉

（
艾
妬

）

白
グ

ラ

ム
は
小

さ
ノ
２
り
ぎ

り
、
グ
ラ

ニ
ュ

ー
帖
ｔ日
グ

ラ

ム
と
ホ

ワ
イ
ｋ・
り
力
－

．
・
．叭
り

．
ト

ル
と

と
む

に
漬

け

、

密

閉
し
て
冷

略
所

に

お
き
ま
す

、

ニ

ー
．一
．カ

刈
後

に
こ
し
て

川

い
ま
す

．

．
川
址
ニ
ト

～

円
卜

に
を
皮

、
や
す

む
直

前
に
飲

み
ま

す

腰

痛
・
腹

痛
・
痔

の
痛

み
に

ヨ
モ
ギ

ぶ
ろ
　

艾
葉

．
．占

グ
ラ

ム
か
、

生
の

葉

八

百
グ
ラ

ム
～

．
キ

ロ
グ
ラ

ム
を

木
綿

の
袋

に
入
れ

、
氷
の

う
ち

か
ら

入
れ
て

沸
か

し
ま
す
　

人
浴
巾

に
袋

で
休
を

こ
ず

る
と

い

い
で
す

．

ポ
カ

ポ
カ

ボ
カ
と

体
の

し
ん
か

ら
あ

た
た

ま
り

、
痛
み

が
薄

れ
ま
す

．

｛
山
野
叺

カ
ラ
・
Ｉ
百
科

か
ら

｝
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硯　石　山

菊　池　利　雄

硯
石
山
は
石
毋
田
の
附
部
、
上
野

原
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
地
北
西
の
高
所

一Ｊ

’
）
に
あ
っ
て
、
北
側
は
さ
し
て

高
く
は
な
い
が
切
り
立
っ
た
崖
地
状

の
山
地
で
、
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
厳

し
さ
を
も
つ
の
に
対
し
、
東
か
ら
南

側
に
か
け
て
は
緩
い
傾
斜
を
な
し
た
、

お
だ
や
か
な
山
容
を
穐
し
て
い
る
。

硯
石
山
は
伝
説
の
山
で
、
頂
上
に

は
弁
慶
の
硯
石
と
称
す
る
石
が
あ
る
。

【
石
面
に
竪
二
尺
余
、
横

】
尺
円
五

寸
許
り
な
る
硯
の
海
を
穿
っ
て
常
に

水
を
湛
へ
た
り
、
肖
日
の
早
魃
に
む

い
ま
だ
會
つ
て
涸
る
る
こ
と
な
し
と

こ
そ

。
相
伝
い
て
介
礎
が
硯
と
い
う
。

（
中
略
）
源
義
経
当
国
の
軍
勢
を
集

め
暘
う
時
、
法
師
筆
を
採
り
て
若
致

を
付
け
ら
れ
し
所
成
べ
し
、
…
…
」

と
、
「
阮
遠
二
郡
村
誌
」
に
水
谷
亭

等
舟
浸
か
耆
い
た
、
こ
の
石
の
山
家

を
載
せ
て

い
る
。

ま
た
瀧
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
の
地

に
峡

弁
慶
の
呎
涛
水

心
幃

と

称
す
る
湧
水
か
あ
り
、
以
樫
山
槌
の

義
経
腰
掛
松
な
ど
、
こ
の
地
に
は
義

経
・
弁
慶
主
従
に
ま
つ
わ
る
多
く
の

伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
山
南
西
郎
の
奥
州
街
道
を
兌

降
ろ
す
商
所
に
は
、
明
治
維
新
の
際

仙
台
藩
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
、
砲
台

場
跡
か
残
さ
れ
て
お
り
、
か
っ
て
は

横
穴
古
墳
｛

器

擂

｝
と
目
さ
れ
る

蝦
夷
穴
群
が
山
頂
か
ら
南
轆
部
に
か

け
て
の
数
ヶ
所
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

硯
石
山
は
ま
た
風
光
明
美
な
景
勝

の
地
で
も
あ
る
。』
こ
と
に
春
き
き
の

山
噴
に
立

ご
ヽ
爛
漫
と
咲
き
み
だ
れ

る
桜
や
、
や
や
遅
れ
て
咲
き
だ
す
眺
・

の
花
の
間
か
ら
眺

め
る
、
美
し
い
叫

周
の
景
観
は
た
だ
す
ば
ら
し
い
の

Ｉ

言

に
つ
き

る
。

ま

ず
北

を
望

め
ば
、
指
呼

の
間

に

宮
城

県

と
の
境

界
を

な
す
長
嫩

や

、

奥
州
（
口
戦

の
古

戦
場
で

あ
る

厚
樫

山

の
雄

姿
か

。
行

手
を

遘
る
か

の
よ
う

に
大

き
く

た
ち

は
だ

か
っ

て
、
み

る

も
の

の
前

に
迫

っ
て

く

る
。

山
腹
を

一
而

に
う

ず
め
っ
く

し
て

咲
き

み
だ

れ
る

、
色

と
り
ど
り

の

果

樹
の

花
畑

と
、

義
経

の
腰
掛
松

、
国

‥
｝‘神
社

の
飢

守

の
杜

の
濃

い
緑

は

、

見
事

な
コ

ン
ト
ラ

ス
ト

を
え

が

い
て

見
る

人
の
冂

を
楽

し
ま

せ
て
ぐ

れ

。

眼
下

に
は
戦
国

期

の
古

城
跡

の
あ

る
、

石

毋
田

の
集

落

が
広

が
り
を

み
せ

て

い
る

。

目

を
転

じ
て
南

西

の
方
へ

向
け

ば
、

老
松

の
合
間

越

し

に
、
半
旧

山
と

、

は
る

か
か
な

た

に
吾

妻
の

山
並
み

が

望
ま

れ
、
そ

の

手
前

に
あ

る
一
段
低

い
丘
陵

が
源

宗

山
で

あ
り

、
山
下

の

地

は
阿

津
賀

志

山
の
合

戦

に
源

幀
朝

の
本
営

が
置

か

れ
た
藤

田
宿
で

あ

る
。

ま
た
眼
Ｆ

に
は
古

代
の

遺
跡
で

あ

る
、

山
崎

の
条
ｍ
上
水

閉
遺
構

が
残

さ
れ

て

い
る

。

硯
石

山
は
か

ず

か
ず
の

ロ
マ

ン
を

秘

め
た

、
歴
史

と
伝

説
の

山
で
あ

り

。

か
つ

こ
の
町

屈

指
の

景
勝

の
地
で

も

あ

る
が
、
今

は

訪
れ

る
人

彫
も
な

く

寂
れ

は
て

て
し

ま

っ
た

。
国

道
四

号

の
近

く
で

交
通

の
便

も
よ

く
、
行

楽

の
足

を
の

ぱ
し

て
の

探
勝

は

い
か
が

な
も

の
で

あ
ろ

う

か
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

仲
野
博
行
さ
ん

昭
和
六
十
一
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ

ー
に
仲
野
岬
行
き
ん
（
泉
田
中
・
二

十
六
歳
）
か
蚕
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
県
政
に
闃
す
る
県

民
の
意
見
、
要
望
な
ど
を
組
織
的
、

継
続
的
に
聴
取
し
、
行
政
の
参
考
に

資
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

任
期
は
一
年
間
で
す
。
前
任
の
徳
江

喜
一
郎
さ
ん
か
ら
六
月
一
日
で
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

野
球
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ら

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
仲
野
さ
ん
。

向
こ
う
一
年
間
。
県
の
仕
事
へ
の

意
見
、
要
望
な
ど
を
提
出
し
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
、
県
民
代
表
の

一
人
と
し
て
活
賊
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

税
務
男
長
か
ら
感
謝
状

～
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
～

去
る
五
月
二
十
日
、
福
島
地
区
納

脱
組
合
連
合
会
総
会
か
福
鳥
市
の
市

民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
．．
そ
の
席

上
、
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
に
。
福

畠
税
務
署
管
内
で
他
町
に
先
が
け
。

『
所
得
税
の
振
替
納
税
の
普
及
と
県

税
及
び
町
税
の
期
限
内
納
付
推
進
』

を
寛
言
し
た
町
と
し
て
、
国
見
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
に
、
福
島
税
務

署
艮
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
ご
ろ
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
協
力

し
あ
い
。
振
縛
納
税
の
普
及
・
期
限

内
完
納
の
推
進
に
努
力
し
、
納
税
行

政
の
運
営
に
尽
く
し
た
功
績
か
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

佐
久
間
正
憲
町
納
脱
貯
蓄
組
合
辿

合
会
艮
は
、
感
謝
状
を
胸
に
。
『
こ

の
こ
と
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
税
に
対

す
る
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
、

こ
の
紙
上
を
お
借
り
し
、
深
く
お
礼

を
申
し
あ
げ
ま
す
‘
と
喜
び
を
表
し

て
い
ま
し
た
。

▲感謝状を手に喜びの佐久間会長



住
民
基
本
台
帳
法
が

改

正

さ

れ

ま

し

た

～
閲
覧

、
住
民
累
の
写
し
の
交
付
了

の
請
求
の
場
合
は
使
川
＝
的
を
具
体

的
に
此
載
～

六
月
一
日
か
ら
住
民
票
の
写
し
の

交
付
等
の
請
求
方
法
が
改
正

に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
改
正
は
住
民
記
録
の
、

よ
り
一
層
の
遭
正
な
管
理
を
行
う
た

め
の
も
の
で
す
。

今
後
、
他
人
の
住
民
基
本
台
帳
の

閲
覧
、
住
民
粟
の
写
し
の
交
付
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
番
の
交
付
、
戸

旛
の
附
票
の
写
し
の
交
付
を
請
求
す

る
と
き
は
、
何
の
目
的
に
使
用
す
る

の
か
、
請
求
の
事
由
を
具
体
的
に
記

載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
請
求
事
由
・
・
「
睫
論
調
査
の
た

め
」
「
債
棉
回
収
、
保
全
の
た
め
」

な
ど
と
い
っ
た
抽
象
的
な
記
敏
で
な

く
、
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
住
民
票

の
ど
の
部
分
を
、
ど
の
よ
う
な
月
的

に
利
用
す
る
か
具
体
的
に
記
載
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
次
の
方
は
請
求
事
由
が
具

体
的
で
な
く
て
も
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
は
そ
の
方
と
同
一
世
帯
に
属
す

る
方
。

匐

尸
籍
の
附
票
に
紀
載
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
尊

属
、
直
系
卑
属

③
弁
護
士
、
司
法
。″
ｋ
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
弁
理
１
、
海
参
代
理
士
、
行
政

嗷
‥
十
が
、
そ
の
資
格
、
職
務
ｈ
で
あ

る
旨
の
請
求
を
す
る
鳩
合
。

・
代
理
人
の
請
求
・
・
住
民
粟
の
写

し
の
交
付
籌
を
代
理
人
が
請
求
す
る

と
き
は
、
委
任
通
知
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

・
注
意
・
・
本
人
と
偽
っ
た
り
、
う

そ
の
事
由
を
記
載
し
た
り
、
そ
の
他

の
不
正
な
手
段
に
よ
り
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
、
住
民
濮
の
写
し
の
交
付
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
窿
の
交
付
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け

た
と
き
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に

処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま
し

た
の
で
ヽ
趣
旨
ご
理
解
の
う
え
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
ｈ
げ

ま
す
。

住
　
民
　
課

国
税
モ
ニ
タ
ー
を

委

嘱

国
脱
に
関
す
る
国
民
の
意
見
や
嬰

望
を
聴
取
し
た
り
、
佼
務
行
政
の
改

善
と
円
滑
な
迎
営
を
図
る
た
め
、
税

務
桝
で
は
紅
乍
国
脱
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
し
て
い
ま
す
か
．
昭
和
六
十
一
年

度
の
国
脱
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
次
の
方

が
、
福
鳥
税
務
桝
妊
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
国
税
に
闡
す
る
意
見

や
嬰
望
な
ど
、
納
脱
者
と
脱
務
署
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
国
脱
モ
ニ

タ
ー
に
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

◆
古
田

和
子
（
人
坂
部
落

茜
八
五
－

二
五
九
一
）

税
務

職

員

を
募

集

仙
台
岡
脱
局
で
は
、
悦
隋
職
員
を

募
鍛
し
て
い
ま
す
。
（
採
用
後
、
税

務
人
学
校
へ
入
校
）

◇
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
一
乍
円
月

二
日
か
ら
昭
和
四
卜
叫
年
四
ｎ
り
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
’

◇
受
験
申
し
込
み
　
七
月
九
川
（
水
）

か
ら
じ
月
卜
六
日
（
水
）
ま
で
‘
　

人
事
院
東
北
事
務
町
（
〒
勁
仙
台

市

本
町

三
Ｔ
目
一
一
一
一
二
一
。
仙
台

第

二
合
同

庁
舎

）
へ

。

◇

第
一
次

試
験
　

十
月

五
日
（
日
）

教

養
献
験

・
適

性
試
験

及

び
作
文

試
験

。

◇

第

二
次
試

験
　

ト

ー
月

十
日
《
月
）

～

十
一
月

二
十

二
日
（
上

）
の
う

ち

一
日

。
人

物
試
験

及
び
身

体
検

査

。

◇

最
終

合
格

看
発

表
　

十

二
月

十
九

日
（
金

）

※
申
し

込
み
用

紙
の

請
求

な
ど
、

詳

し

い
こ
と

は
、
人

事
院
東

北
事

筋

局
ま

た
は
最

寄
り

の
税

務
署

に
お

た
ず

ね
く

だ
さ

い
。

身
体
障
害
者
補
装
具

相
談
会
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
の
補
装
具
相
談
会
が
、

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

補
装
艮
な
ど
で
困
『
て
い
る
こ
と
か

あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
‘

一
、
日
　
畤

七
月
四
日
（
金
）
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
正
午
ま
で

二
、
場
　

所

公
民
館
｛
老
人
子
供
室
｝

三
、
持
参
す
る
も
の

身
障
手
帳
（
戦
陣
手
帳
）
・
保

険
証
・
印
鑑

クリーンアップ作戦のお知らせ
毎年７月１日から31日までの１ か月間は、河川愛護月間で す。

町では。町内 を流 れる薔蔵 川、滝川、牛 沢川の三河 川を重点に。今年も下記の通り、関 係部

落、河川愛護団体の協力を得て、一斉に クリーンアップ作戦 が展開されます。地区の みなさん

のご協力をお願いします。

○実施月日　　７月13日（日） 午前８畤から午前10時まで
○実施河川　　滝　川　4 . 5

牛沢川　２　　ｋｍ
普取川　１ ．５ｋｍ



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆

生
活
協
同
組
合
福
鳥
消
費
組
合
家

庭
会
か
ら

一
万
七
千
八
百
二
十
五
円

◆

吉
田
国
一
さ
ん
（
貝
田
）
か
ら

二
万
円
－

故
由
太
郎
さ
ん
の
ご
遺

志小
坂
小
学
校
に

◆
石
原
厳
さ
ん
（
株
式
会
社
石
原
商

店
社
畏

）
か
ら

児
童
図
書
（
五
万
円
柑
当
）

事

業
所
統
計
調
査
の
Ｉ

お
知
ら
せ

七

月
一
日

現
在
で

実
施

五

月
号

の
広
報

く
に
み

で

む
知

ら

せ

し
た

『
小

裏
所

統
計
調

査
』

が
、

匂
刪

爿

剛
現
在
で

実
施

さ
れ

ま
す

が
、

衆
・
参
議

院
議
ｎ

同

時

遮
挙

が
七
月

六
日

に
行

わ
れ

る
た

め
、
調

査
日

が

事
！

所
を

訪
問

す
る
の

は
、

選
挙

柊

了
接

の
七

月
七
日

以
降

と
な

り
ま

す
。

（
丘

月
垰

で
は

、
調
立
Ｈ
Ｈ
が
六
川
下

甸

に
訪

問
す

る
旨
広
報

い
た
し
ま

し

た

が
、

選
挙
活

動
と
川

違
え

ら

れ
る

の

で
選

挙
後
の

調
査

と
な

っ
た

も
の

で

す
。
ｙ

七

日
匕

日
以

降

に
、
調
査
‥
‥ｌ
が
事

鴦
所

に
お
同

い
し
ま

す
の
で

ご

協
力

く
た

さ
る
よ
・７
む
順

い
い
た
し

ま
す

。

県民を守る若い力
一昭和61 年度　 警察官・巡祝員募集中－

〔試 験　案 内〕

幃 賢付時間
第 一 次 試 験 第 二 次 試 験

合格綣表
試 験 日 試験場所 試 験 臼 弑験墹听

膂察官(AJ

(人卒特別

分島･既乍

袰11)

６川6H

１

7 旧 5 日肉

8 月 3 日 叫

褊鳥巾丸子

橸鳥商震高

咬

８月29111匐

櫑鳥i川l町

櫑鳥県自他

会館

1011下旬

贄察官(AJ

(大卒者・

來参卒兄込

扣

6 Ⅲ 601 川

S

7 川5H ㈲

８月３ｎ旧｝

福島rli九子

福鳥崩裏鳥

段

9 月 日･i

譌鳥巾中町

福鳥県自泊

会館

月 下 旬

曾察官(BJ

(高卒程堤)

９川U 圓

１

９月20日出

10 月 に 引

楯 鳥 市

蝙鳥農蚕高

皎

11月25 日 興

福鳥市中町

福鳥県自泊

会館

1詞中旬

文通遇現ｎ

(高察胆度)

９月IBmj

1

9 月20日山

10月12H㈲

櫑 鳥 市

褊鳥農蚕鳥

段

ｎ月26H(水)

櫑鳥市中町

福鳥県自治

会館

IZrl中旬

なむ詳しくは、桑折腎察署T  E し 8  2 ｰ 2 ｰ 5 ｰ へ

戸籍の窓口
（ ５月受付 分）

出生おめでとうございます
子 の 名 佩 皹 ●　 郁 冪

秀　 羹（ひ で み）仲野　 正 一　 象 田 上
嘉　 仁（よし の り）渡邉　 正弘　 光 明 寺
爨　 飢（ゆ う ●）斎藤　 博　 町　 家
具　 彦（ まさひこ ）小西　 ● 廖　 大 町 北

冴　 責【さ え み〉安藤　 人賈】 山 崎
細

Ｓ　 人（ ま さ と）古 川　 比 司　 亰 町 北
竃 （ひ ろ し ）佐 久間　 正　 銚　 一

紕　 樹（ひ ろ き）高 野真紀 夾　 石 母田 東
讐　 輦（と も み）柑 野 芳 綸 富 町 冫1ﾋ

ﾐ忿 ｛ き と し ｝牘衂　 亀攵弖ム　高　 ぬ齔
輿　 人（ ま こ と）秋輿　 正　 山　 嗅
聖　 貴（ ●よた か）噸 戸　 正明　 中　 郎
眞事 美（ ま な み）中 野 正 廣i 喩　 山
由　 賈（ ゆ　　 齢）佐薄　 事　 前　 田
友　 羮（と も み）谷津　 贔こ　 大 木 戸

ご結婚おめでとうございます
氏　　 名　　　　　 郎　耀

阿 価　 吶　 價　　　　 富　 柬
阿　 部　 簣和子　　　　 富　 柬
鈴 木　 沖　 －　　　　111　 内
丗 川 一 鶇　　　 福 鳥 市
咳 邊 皿 舛　　　　 泉 田 下
大 島 圭 子　　　 駻 ，馬 県
大 崎　 橢　 剛　　　　 前　 田
八　 睿　 千伊 子　　　　 孀 川 町
谷i 聿　 光　 昭　　　　 上　 野
佐 脯　 多僅 子　　　　 匯 庫 町
哨　 山　　 仁　　　　 小　 域
齊 聹　 美智 子　　　　 孀 川 町
高　 檎 昭　 一　　　　 巒　 谷
眥 夕i　恵． 子　　　　UI 川 町
阿 郎 和 夾　　　　 大 水 戸
八　 鳥　 ま さ予　　　　 ＊　 町
古 内 正 好　　　 内 谷 柬
菅 矍ｙ ｌ厶　子　　　　 桑1 斤 ●「

おくやみ申し上げます
氏　　 名　　　 年帥　　 部 碑

遼 ・ イ　 チ　　 フ3　　 泉 田 ？

峻　 瑜　 チ　 鈿　　 ９●　　 小　 堋
佐　 聹　 今チ ミ　　81　　 仙　 町
早　 田　　 冨　　92　　 小　 堰
害　 田　 由 太郎　　72　　 員　 田

人口 と世 帯
６月１日現在{前月比15 月中のうごき

人
　
　

冂

男 5.  す人4 ＋9 ）

女6.  幻 0人 く－ ２）･

計12.017 人(  + 7 )

匱帯数2.  5 戸(  十 5 )

転 人　24人

転 出27 人

出　生　15人

死 亡　５人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相談 室 （１●入口から ね入り’Fさい）

時 間 ：9  時 ~ 時

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔相 談 員〕

６月25日（水）鈴木　正雄・佐藤マサイ

７月５日（土）遠藤　喜市・高橋 息子

７月15日（火）菅野 質郎・朝内　 ひで

６月　 水無月(み なづ き)

22日（田 夏 至

23日｛月l オリンピックデー

Z5日（水）救らいの日

Z8日.（土? 貿!l記念日 ｊ●

ワ月　文肌 ふみづき）

１日｛火｝国民安全のＨ

２日（水）半夏生

７日（月卜 匕夕・小暑

日 (木）国土魅設週閥

六
月
は
町
県
民
税
の
納
期
の
月
で
す
。
納
期
内
（
六
月
末
日
）
に
納
め
ま
し
ょ
う
。



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

乳
幼
児
学
級
な
ど
ス
タ
ー
ト

～
町
民
ひ
と
り
一
学
習
を
め
ざ
し
て
～

自
ら
学
習
を
し
、
ｔ

き
が
い
を
求

め
、
心
の
豊
か
な
雀
活
を
剛
造
す
る

た
め
、

７
む
の
健
康
づ
く
り
と
、
生

涯
教
育
の
推
進
を
図
り
、
町
民
一
人

ひ
と
り
か
、
健
康
で
文
化
的
な
町
づ

く
り
を
め
ぎ
す
」
と
す
る
町
杜
会
教

育
の
日
標
に
从
づ
い
て
、
公
民
館
運

営
の
日
標
を
揚
げ
て
、
新
年
暖
心
″
梟

か
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

乳
幼
児
学
級

町
内

に
什

む
、
末
帆

学

児
を

お
育

て

の

お
母
さ

ん
、
お

ば
あ

さ

ん
た
ち

の

学
習

の
場

と
し
て

の
乳

幼
児

乍
級

か

五
月

二

十
八
卜

に
開
陳

し
ま

し
た
．

開
講

式

は
午
後

‐‐‐
時

．．．卜
分

か
ら

行
わ

れ
、
蓬

田
教
育

長
、

片
砂

公
民

館
長

の
あ

い
さ
つ
の

後
、

担
肖

者
か

ら
教
令

闘

設
の
Ｈ
的

、
意

義
、

乍
習

計

両

の
説
明

か
あ

り
ま

し
た
．

式
終

了

後
、
学
習

に

入

り
、

ビ
デ

オ
フ

ｔ
ｌ
ラ

ム

に
よ
る

「
小

さ
な
蹶

界

」
の

話
し（

口
い
が
け

わ

れ
ま
Ｌ

た
．

な

お
こ
の
乍
級

は

、
お
け

さ
ん

方

か

安

心
し
て
勉

強
出
火

る
よ

う
．

学

習

時
間

中
は
、

卜

．
名

の

ボ
ラ

ン
テ

ｆ
ア
の
万

か
ｆ

陝

た
ち
を
講

堂
な

ど

で

保
育

し
て
く

だ
さ

り
、

乍
級
生

、

関

係
機

関
か

ら
人
変

感
謝

さ
れ
て

お

り
ま
す

．
現
在

、
学
級

生

は
卜

八
名

で

、

十
二
月
ま

で
Ｆ

回

に
わ
た

っ
て

学
習

し
て

い
き

ま
す

、、

▲掌習畤間中はボランティアの方が子供たちを保育

中
央
婦
人
学
級

学
習
を

と

お
し
て

仙
‥
問

づ
／ヽ

り
を

体
験

し
、

連
排

感
を

商

め
、
家

庭
生

活
の

中

心
的
役

割
を
担

い
、
化
み

よ

い
豊

か
な

地
域
阯

公

づ
く

り
に
μ

献

す
る

こ
と

を
日

的
と

し
た
中

火
婦

人

学
級

か

。
友
月

二
亅

一
日

に
川
講

し

ま
し

た

。

式
終
ｒ

後
、

こ
れ
か

ら

の
学
習

を

卞
す

め
る

に
あ

た

。ご

ヽ
の

オ
リ
ェ

ン

テ

ー
シ

ゴ
ノ
が

行
わ

れ
、
続

い
て

第

一
回
日

の

学
習

と
し
て

、
蓬

田
教

育

長
の

「
今

の
若
者

た
ち

は
」

と
幽

し

た
講

話
を
受

け
ま

し

た
。

な

お
、

役
口

は

次
の

と

お
り
決

ま

り
ま

し
た

。

委
八
妊
　

斎
藤
ヒ
サ
ｆ

剛
委
貝
長

安
川

節
子

会
叶
　
　

徳
江
よ
ね
子

成

人

学

級

．ぷ
川

二

十
一
日

午
後

一
時

．こ
卜
分

か
ら

、
開
溝

式
か

行
わ

れ
、
成

人
学

級

か
ス

タ

ー
ト

し
ま

し

た
．

式
終

了

後
、
逓

田
教
育

長
の

『
高

皎

生
は

｀
ノ

と
題
し

た
講

演
を

聞
き

ま

し

た

．

な
お

、
六
月

川
日

に

『
榔
上

の
歴

史

』
に

つ

い
て

、
県

中
世
城

館

調
査

員

の
菊
池

利
維

さ
λ

を
講

師
に
招

き

第

二
同
目

の
学
習

か

行
わ

れ
ま
し

た
．

今
年

度
の

役
員

は
、
次

の

と
お
り

選
出
さ

れ
ま

し

た
．

委
貝
長
　

安
藤
筰
三
郎

剛
委
八
長
　
野
村
チ
ョ
ノ

会
　

計
　

早
田

精

今
印
度
の
主
な
学
習
は
、
健
康
管

理
。
時
事
問
題
。
研
修
旅
行
な
ど
で

計
十
二
回
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▲１田教育長の講話を聞く掌吸生のみなさん

▲開講式風景

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

対
　

象
　
小
学
生

会
　

費

年
額
八
千
円
（
活
動

迅
営
費
、
傷
害
保
険

科
含
む
）

練

習

卩

毎
週
二
回
（
月
曜
日
、

金
眼
口
》

時
　

問

午
後
六
時
～
八
時

場
　

所
　
町
民
体
育
館

日
　

的

剣
道
錬
成

身
心
の
健
全
な
青
成

そ
の
他

巾
し
込
み
○
須
田
箝
治

八
五
－

三
〇
九
五

〇
町
公
民
館

八
五
‐
三

六
七
六

和
紙
人
形
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

○
内
容
　
手
づ
く
り
に
よ
る
和
紙
人

形
づ
く
り

○
講
師
　
直
木
流
家
元

直
木
そ
の
先
生

○
時
間

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分

○
毎
月
第
一
、
第
四
土
曜
日
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
習
作
い
た
し
ま
す
。

○
連
絡
先
　
早
田

精
（

五‐
七
四
八

ま
た
は
、
公
民
館



町
代
表
に

宮
町
ク
ラ
ブ

町
体
育
協
会
主
催
の
、
県
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
町
予
選
会
（
壮
年
ソ
フ
ト
）

が
、
六
月
八
日
山
崎
運
動
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

町
代
表
の
決
定
戦
と
い
う
こ
と
で

熱
戦
か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優

勝
　

宮
町
ク
ラ
ブ

▽
凖
優
勝
　
山
崎
ク
ラ
ブ

ミ

ス

国

見

写
真
展
の
お
知
ら
せ

六
月
一
日
（
写
真
の
日
）
に
、
町

の
写
裏
愛
好
家
で
っ
く
る

”写
友
あ

つ
か
し
”
（
新
村
岡
夫
会
長
）
は
、

結
成
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
．
ミ

ス
国
見
撮
彫
会
を
開
き
ま
し
た
。
会

場
と
な
・
た
観
月
台
公
園
と
半
田
沼

に
は
、
町
内
外
の
愛
好
家
五
十
人
か

愛
用
の
カ
メ
ラ
を
手
に
参
加
し
ま
し

た
。モ

デ
ル
は
、
昨
年
町
ス
タ
ン
プ
会

主
催
行
事
で
選
出
さ
れ
た
ミ
ス
国
見

の
松
浦
知
子
さ
ん
、
準
ミ
ス
の
松
浦

ひ
ろ
み
さ
ん
と
阿
部
笑
和
さ
ん
の
ご
。

人
の
美
女
。
協
賛
と
な
・
て
い
る
町

商
店
の
盛
だ
く
さ
ん
の
賞
品
の
ピ
ー

ア
ー
ル
も
あ
っ
て
、
シ
ャ

″
タ
ー
夲
・

き
る
速
続
音
に
む
熱
気
が
こ
も
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
締

切
り
は
六
月
一
。
十
日
で
、
福
島
民
轍

吐
の
写
真
郁
に
審
査
を
依
頼
し
、
各

種
の
人
賞
か
決
定
し
ま
す
。

人
賞
作
品
の
展
示
会
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
『

◆
展
示
期
間

六
月
ニ
ト
五
日
～
二
十
九
日

◆
展
示
場
所

町
民
福
阯
セ
ン
タ
ー

Ａ５０人が参加した栂彫会

”
家

庭

教
育

講

演
会

の

お
知

ら
せ

”

气
日
時
　
六
月
二
十
四
日
（
火
）

一
　
　
　

午
後
一
時

ご
．卜
分

一
、
場
所
　
国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
、
演
題
　

”
子
の
旅
立
ち
と
親
”

一
、
講
師

福
島
県
婦
人
相
談
所

照
須
敦
子
所
長

一
、
主
催
　
県
福
鳥
社
会
福
祉
事
務
所

一
．
共
催
　
町
教
育
委
員
会

運
営
審
議
会
開
か
れ
る

。九
月
一
。。
十
一
日

。
町

民
禍
祉

セ

ン

タ
ー
で

、
公

民
館

運
営

審
議
会

か
開

催
さ

れ
ま
し

た

。

蓬

田
教
育

長

、
井
砂

公
民
郎

長

の

あ

い
さ
つ

の
後

。
昭
和

六
十

一
乍
度

の
公

民
館

運
営

方
針
及

び
事
楽

計
画

と
学
習

計
画

の

脱
明

か
行
わ

れ
ま

し

た

。
な
お

、

各
委
貝

の
方
か

ら
要

望

な

ど
が
出

さ

れ
ま
し

た
。

一
層
の

充

実
を

め

ぎ
し
取

り
紕

ん
で
ま

い
り
た

い
と
思

い
ま
す

。

ま

た
、

委

員
の
役

職
移
動

に
伴

い
、

次

の
方

か
新

た
に
委

嘱
さ

れ
ま
し

た

。

佐
久

間

巌

（
町
連

Ｐ
会
畏

》

遼
藤

豊

和

（
サ

ー
ク
ル

ぽ
け

っ
と

会

長
）

んさなみの員委う合し出を見意な発活▲

町民プール利用について
開般期間

６月22 日から ８月31 日までの71 日間

夜間開設期間

７月12日から８月24日までの44日間

利用時間

第１回　９時30分～11時30分

第２回　13時00分～15時00分

第３回15時30分～17時30分

第４回　18時30分～20時30分

※各回終了30分前からの入場はご遠慮願います。

▲にぎわつた町民プール（昨年）



幼
児
の
交
通
安
全
教
室

開
か
れ
る

「
右
を
見
て
、
左
を
見
て
、
も
う

一
度
右
を
見
て
手
を
上
げ
て
横
断
し

ま
し
ょ
う
」

五
月
十
日
。
新
装
な
っ
た
小
坂
季

節
保
育
所
で
、
幼
児
の
交
通
女
全
教

室
か
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

町
交
通
対
策
協
議
会
（
会
長
菊
地

政
治
町
艮
）
と
小
坂
交
通
安
令
母
の

会
（
佐
藤
玲
子
会
長
）
の
共
催
で
、

幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
福

鳥
警
察
署
の
文
通
巡
現
八
川
名
を
講

師
と
し
て
捌
き
闘
催
さ
れ
た
し
の
で

す
。幼

児
、
母
親
。
関
係
者
な
ど
参
加

し

た
百
名
は
、
交
通
巡
視
員
の
指
人

形
、
紙
芝
居
を
川
い
た
講
話
に
熱
心

に
聞
き
入

り
て
い
ま
し
た
。。

講
話
に
続
い
て
。
路
上
で
。
道
路

の
横
断
の
仕
方
を
一
人
ひ
と
り
ｒ

寧

に
教
わ
り
ま
し
た
。

幼
児
に
道
路
の
横
断
の
方
法
を
教

え
る
時
は
、
保
護
者
の
方
ｔ

幼
児
の

日
の
商
さ
に
合
わ
せ
る
こ
と
か
大
切

だ
そ
う
で
す
。

子
供
の
立
場
に
な

。
て
、
ｉ
し
い

交
通
ル
ー
ル
を
身
に
っ
け
さ
せ
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

の
び
の
び
牛
く
ん

～
町
営
牧
増
で

放
牧
式
～

新

緑
の

広
が

る
町
轡

牧
場

で
、
五

月

十
四
日

、
昭
和
一
．．卜

八
年

の
閧
牧

以
来

、
ニ

ト
川

回
日
の

州
牧
人

が
行

わ

れ
ま

し
た
『
．

今

年
は

、
牧
草

の
仲

び

が
例
年
よ

り
し

迦

れ
た

た
め
．
叶

年
よ

り
し
六

日

遅

い
闘

牧

と
な
り
ま

し

た
．

商
橋
友

義
牧

野
組（

い
長
を

は
匕

め
、

林
・
兀
治

町
議
会

剛
議
艮

、

県
や
町

、

畜

産

農
家
の
悶

係
者

ら
四

卜
人
か

見

守

る
巾

、
牛

た
ち
は

、
広

々
と
し

た

牧

場
を

の

び
の

び
と
走

り
ま
わ

り
、

あ
た
り

Ｉ
而
に
し
げ
っ
た
牧
草
を
は

ん
で

い
ま
し
た
。

こ
の
日
放
牧
さ
れ
た
牛
は
、
町
内

三
ト
ー尸
の
農
家
か
ら
放
牧
さ
れ
る
六

卜
瓦
頭
の
う
ち
の
二
十
九
頭
で
す
。

牛
た
ち
は
、
十
月
中
旬
ま
で
、
広

い
牧
場
で
の
ん
び
り
と
ヤ
マ
で
の
生

活
を
豪
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲お母さんも幼児の目の罵さで

▲新緑の中、草をはむ牛たち

曳
地
善
作
さ
ん
に

県
知
事
表
彰

五
月
二
十
八
日
に
川
山
総
｀
口
体
育

館
で
閧
か
れ
た

い
民
生
委
八
制
度
創

設
Ｌ
卜
川
年
、
県
氏
生
児
童
委
員
協

議
会
発
足

‐‐
十
周
年
記
念
の
眼
民
生

委
員
児
童
委
八
大
（
ど

の
庶
…上
。
地

城
の
福
祉
向
Ｌ

に
尽
力
さ
れ
た
民
生

児
童
委
八
の
衣
彫
が
行
わ
れ
、
国
見

町
か
ら
、
曵
地
胯
作
さ
ん
か
栄
え
あ

る
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
次
の
方
々
も
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

○
県
民
生
児
歌
委
員
協
会
長
表
彰

還
藤
喜
市
・
荀
地
平
助
・
吉
田
正

雄
・
阿
部
俊
恆
・
牧
野
容
子
・
佐

藤
マ
サ
イ
・
朝
内
ひ
で
・
村
上
（

ツ
ヨ
・
阿
部
キ
ク

○
一
家
を
あ
げ
て
二
十
五
年
以
ｈ
に

わ
た
り
民
生
児
童
委
員
活
動
の
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
人

故
吉
田
光
夫
・
吉
田
正
雄

故
菊
地
平
三
郎
・
荀
地
平
助

六
刀
六
日
、
役
場
で
開
侃
さ
れ
た

民
生
委
員
協
議
会
定
例
会
で
伝
達
式

が
行
わ
れ
、
曳
地
莠
作
さ
ん
は
じ
め
、

受
彰
さ
れ
た
方
々
に
、
武
川
収
入
役

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲武田収入役から喪彰状の伝達を受ける曳地善作さん

編

集

日

記

▽
今
年
は
、
梅
雨
入
り
か
遅
れ
、
さ

わ
や
か
な
晴
天
か
続

い
て
い
ま
す
、

ま
し
な
く
、
梅
雨
入
り
す
る
と
思

い

ま
す
か
、
低
温
に
な
る
た
め
、
体
に

変
調
を
き
た
し
か
ち
で
す
。
カ
ゼ
な

ど
引
か
な
い
よ
う
卜
分
注
意
し
ま
し

▽
史
上

二
同
目
の
衆
議
院
、
参
議
院

議
員
の
ダ
ブ
ル
選
挙
の
投
票
日
も
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。。
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
政
局
に
人
き
く
左
右
す
る
今
川

の
選
挙
。
自
分
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ

の
で
す
か
・
气

東
権
な
ど
絶
対
し
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
Ｉ

▽
と
こ
ろ
で
、
今
月
り
の
表
紙
で
紹

介
し
た
貝
川
の
川
ツ
穴
は
、

〃
係
佰

空
ヽ
の
物
語
に
で
む
登
嶋
し
そ
う
な

中
国
の
秘
境
を
思
わ
せ
る
感
じ
が
し

ま
す
。
噴
ｈ
ま
で
は
少
々
険
し

い
で

す
が
、
景
観
は
す
ば
ら
し

い
所
で
す
。

一
度
行
『

て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。

編
集

国
Ｕ
‘町
企
画
輿

槽
鳥
県
伊
達
郡
国
兇
町
大
字
藤
田
字
一
丁
Ⅲ
こ
２
の
Ｉ

一
九
六
九
１

．
ｔ
　

魯
｛
○
二
四
五
て
八
五
－

こ

．
：

〔
代
表
ｙ
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